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機械学習と回路
一脳回路の実現に向けて一
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本杏は， アナログ回路を用いた機械学習について詳しく解説さ

れており ， これから機械学習回路を学ぽうとしている方におi薦め

の一 illl•である ． 近年 ， 深層学習を箪頭に機械学習は飛躍的な進化

を遂げ， 私たちの生活を支えるインタ ーネットサー ピスの不可欠

な技術となっている． 一方， デイジタルによる機械学習は膨大な

計鉢賓源と消投電力を必要とし， 投用対効果の問題を抱えている．

そのような状況の中で， アナログ回路で構成される機械学習回路

は， 低究源・低消費電力の観点から注目を浴びている． 本書は，

機械学習回路ついて， その動作や学習方法にわたり， 基礎から応

用を網羅的に解説している．

本掛は， 全6章から構成される． 第1章では， 機械学習回路の

要となる可変抵抗素子やジャイレー タニューロンの紹介をはじめ，

機械学習回路の基礎理論が解説されている． 第2章では， 電子回

路の誼要な要素となるフィルタと発振器における機械学習回路が

説明されており ， 機械学習回路によりフィルタと発振器の自動設

計が可能となることが触れられている． 第3章では機械学習回路

を構成するための学習方式や回路のダイナミクス． 学習と連想の

具体例が示されており ， 機械学習回路の動作を詳しく学ぶことが

できる． 第4章では深層学習における代表的なア ー キテクチャで

ある社込みニュ ー ラルネットワ ー クやLSTMの機械学習回路が紹

介されている． 第5章では， 機械学習回路の解析に有用な回路シ

ミュレ ー ションについて解説されている． 最後となる第6菜は，

本書の概要がまとめられており． 脳回路に関する示唆が述べられ

ている ．

上述のように本書は機械学習回路について基礎から詳しく説明

されており ， 順を追って読み進めれば理解に必要な知識が得られ

る構成となっている． 電子工学の分野に明るくない方が手に取る

と， 読破するにはハ ー ドルが高いと感じるかもしれないが， 本害

は日本語での解説書が少ない機械学習回路を基礎理論から系統的

に学ぶことができる優れた指南魯である． 機械学習回路に興味の

ある方は， まずこの本から始めることで研究開発の基盤となると

思われる基礎理論や回路解析のアルゴリズムを習得できるため，

是非御ー読頂きたい ．
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